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1．はじめに

　CTOD試験は材料の破壊靱性（δ。）ーを求める試験として広く用いられており，δ，が材料選定

の仕様にまでとりいれられる例が増えてきている。母材に対するCTOD試験はBS5762＿79で

規格化されており，通常この規定にしたがって試験が行われる。脆性破壊発生に対する材料選

定あるいは欠陥評価にあたっては，特に溶接部が問題になる。しかし，溶接部CTて）D試験につい

ては現在のところ規格になっているものはなく，現実には個々に対処している。　溶接部CTOD

試験の場合には・母材CTOD試験に比べて，疲労予き裂の導入法，　ポップインの評価，あるい

は溶接部は靱性が不均質になっており，それにともなって得られるδ、のばらっきが大きいなど

の問題がある。このような問題点に関し共同研究を行い，溶接部CTOD試験およびその評価に

っいて統一的な見解を出し，標準試験法として確立していくことが緊急の課題になっている。

　FTW委員会はそうした状況のなかで昭和60年4月に日本溶接協会鉄鋼部会に設置され，

HT50鋼を用いた共同研究活動をっづけている。今回はその研究成果の概略を報告する。
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